
 

 

北条砂丘ぶどう産地復興に向けての取り組み 

東伯農業改良普及所 

＜活動事例の要旨＞ 

  北条ぶどう生産部では栽培面積や販売額の減少が続いており、栽培に欠かせな

いハウス施設は耐用年数を過ぎて老朽化が進んでいる。このため、生産者、関係

機関で構成する「北条ぶどうを考える会」（以下、「考える会」）を作り、産地

の課題の共有と解決の方向性の検討を行った。 

 

１ 普及活動の課題・目標 

（１）背景 

北条ぶどう生産部の栽培面積は平成元年には１１１ｈａであったが、生

産者の高齢化、雪害、施設の老朽化などで減少が続いている。平成２９年

２月の大雪でも約３ｈａのハウスが倒壊し、２７ｈａへと産地が縮小し、

産地の意欲低下が懸念されていた。 

（２）課題・目標 

生産部の課題解決活動を促進するため、「考える会」で課題を共有し、解

決の方向性を示すとともに必要な対策の事業化を目標に活動を行った。 

                  

２ 普及活動の内容 

産地の課題解決のための方向性を生産者とともにみつけるため、普及所の呼び

かけで生産者、関係機関で構成する「考える会」を作り、果樹班で検討を行いな

がら活動を行った。 

（１） 産地の現状把握と課題整理 

  ア 生産部役員や生産者の担い手、女性から現状や産地への思いなどの聞き取

りを行い、目標や課題を整理した。 

  イ 後継者の有無やハウスの現状などを把握するため、生産部員を対象にアン

ケート調査を行った（回答者数８５名、回収率７７％）。 

 

表１ ハウス経過年数              表２ 後継者の有無 

 

 

 

 

 

             図１ 生産部年齢構成 



 

 

（２）「考える会」で検討            

７月から産地の課題を共有し、解決の方向性 

について生産者、関係機関で話し合いを行った 

（表３）。 

（３）ハウスの現状調査 

  ハウスの補強技術の検討を進めるため、構 

造や老朽化状況、生産者が行っている補強対 

策などの現状調査を行った。 

                   

３ 普及活動の成果 

（１）「考える会」で検討した解決の方向性を生産部総会で提案し、生産部へ

の意識づけができた（表４）。 

  ア 平成３０年度は生産部が中心となって課題の解決策を進めることとし

た。 

  イ 実践に移す具体的な行動計画（地域プラン）を作ることになった。 

（２） ハウスの老朽化対策に補強技術の開発 

・実証事業を予算要望し、事業化した。 

 ア 事業内容 

 （ア）専門機関と協力して補強技術を開発 

  （イ）補強方法の実証展示と研修会を開催 

 

４ 今後の普及活動に向けて            

（１）産地の行動計画の作成 

   産地の維持・発展をめざすために、生産部 

 が中心になって作成する具体的な行動計 

画（地域プラン）を関係機関が課題ごと 

で作成の支援を行う（図２）。 

ア 後継者の育成確保対策（北栄町）        

イ 所得向上対策（ＪＡ） 

ウ ハウスの補強対策（普及所）      

（２）ハウスの補強技術開発及び実証展示 

   ハウスの長寿命化に向けた補強技術を 

専門家と連携して開発し、現地実証ほの設置と研修会を開催する。 

 

（執筆者：石河 利彦） 

表３ 「考える会」の検討内容 

表４ 「考える会」まとめた内容 

図２ 平成３０年の進め方 


